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 Perovskite solar cells have attracted significant attention as the next-generation solution-
processed photovoltaic devices, achieving power conversion efficiencies comparable to those 
of silicon solar cells. In this presentation, we introduce our research on developing high-purity 
materials and perovskite film deposition methods. We also discuss interfacial materials for 
modifying the top and bottom surfaces of the perovskite layer, and charge-collecting materials 
for the efficient extraction of photogenerated carriers. 
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 金属ハライドペロブスカイト半導体（ABX3 型：A = 1 価カチオン、B = 2 価金属イ

オン、X = ハライド）を光吸収層に用いた太陽電池が、次世代の塗布型太陽電池とし

て注目を集めている。本太陽電池は、材料を基板やフィルムに「塗る」ことにより作

製でき、軽量で柔軟な形状をもたせることが可能である。その光電変換効率は 2012
年以降急速に向上し、わずか 10 年程度で 25%を超え、シリコン太陽電池にも匹敵す

る水準に達している。 
 我々は、材料化学の観点から前駆体材

料に含まれる不純物に着目した「独自の

高純度化材料の開発」1)と、塗布・乾燥過

程でのペロブスカイト半導体薄膜の形成

メカニズムの解明に基づいた「独自の成

膜法の開発」2,3)というアプローチにより、

ペロブスカイト太陽電池の高性能化に取

り組んできた。本講演では、ペロブスカイ

ト層上下の界面材料4,5)、および生成した

電子および正孔を選択的に取り出す電荷

回収材料の開発6,7) についても述べる。 
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